
はだの議会だより 平成 27年（2015 年）2 月8日（日）  第 215号〘6〙

秦
野
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

平
成
26
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
、
一
般
職
職
員
の
給
料
月
額
に
つ

い
て
、
民
間
給
与
と
の
較
差
を
埋
め
る

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

江
崎
正
二
委
員
お
よ
び
池
邊
史
郎
委

員
の
任
期
が
平
成
27
年
３
月
31
日
に
満

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
両
委
員
を
再
び

推
薦
す
る
も
の
。

不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

市
道
改
良
事
業
と
し
て
住
宅
地
に
面

す
る
市
道
６
号
線
の
交
差
点
改
良
や
歩

道
拡
幅
を
行
う
と
と
も
に
、
カ
ル
チ
ャ

ー
パ
ー
ク
再
編
整
備
事
業
と
し
て
、

「
じ
ょ
う
や
児
童
遊
園
地
」
の
拡
張
と

秦
野
市
立
こ
ど
も
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
等
の
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に

つ
い
て

▼
要
　
旨

　
「
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、

保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
４

つ
の
市
立
こ
ど
も
園
を
、
改
正
後
の
同

法
に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
さ
せ

る
た
め
、
こ
ど
も
園
条
例
の
一
部
を
改

秦
野
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

一
般
職
職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
率

改
定
に
準
じ
、
市
議
会
議
員
、
市
長
、

た
め
、
世
代
間
の
給
与
配
分
の
観
点
か

ら
若
年
者
層
に
重
点
を
置
き
、
職
員
全

体
の
給
料
月
額
を
平
均
０
・
３
％
引
き

上
げ
、
勤
勉
手
当
の
支
給
率
を
年
間

で
０
・
１
５
月
分
、
マ
イ
カ
ー
な
ど
の

交
通
用
具
に
係
る
通
勤
手
当
の
月
額
の

　

江
崎
氏
は
、
昭
和
19
年
生
ま
れ
。

平
成
18
年
か
ら
現
職
。

　

池
邊
氏
は
、
昭
和
22
年
生
ま
れ
。

平
成
21
年
か
ら
現
職
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

適
当
で
あ
る
旨
答
申

駐
車
場
の
整
備
を
行
う
た
め
、
日
産
車

体
社
員
用
住
宅
地
を
２
億
９
４
９
８
万

８
６
７
９
円
で
取
得
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
に
あ
る
既
存
の
社

員
用
住
宅
は
、
定
住
化
促
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
今
後
改
修
し
て
活
用
す
る

も
の
。

▼
主
な
意
見

　

計
画
性
に
乏
し
い
事
業
だ
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
も
認
識
し
、
多

額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
る
事
業
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り
計
画
性
を
持

っ
て
事
業
を
進
め
て
ほ
し
い
。

▼
反
対
討
論

　

本
件
土
地
の
裏
は
急
傾
斜
地
で
、
す

ぐ
近
く
に
は
断
層
が
走
っ
て
い
る
た
め
、

住
宅
と
し
て
は
適
さ
な
い
場
所
と
考
え

る
。
ま
た
、
総
合
計
画
の
中
に
は
、
定

住
化
促
進
事
業
の
位
置
付
け
は
な
く
、

公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
も
反
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

正
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
渋
沢
保
育
園
と
し
ぶ
さ
わ
幼

稚
園
を
統
合
し
、
５
つ
目
の
認
定
こ
ど

も
園
と
な
る
、
し
ぶ
さ
わ
こ
ど
も
園
を

設
置
す
る
た
め
、
保
育
所
条
例
を
廃
止

す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
平

成
27
年
4
月
1
日
と
し
、
し
ぶ
さ
わ
こ

ど
も
園
の
設
置
に
係
る
規
定
に
つ
い
て

は
、
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
と
す
る
も

副
市
長
お
よ
び
教
育
長
の
期
末
手
当
を
、

一
般
職
職
員
と
同
様
に
年
間
で
０
・
１

５
月
分
を
引
き
上
げ
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
公

布
の
日
（
一
部
規
定
は
、
平
成
26
年
12

月
1
日
か
ら
適
用
）
と
す
る
も
の
。

　

厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制

定
お
よ
び
一
部
改
正
、
不
動
産
の
取
得

な
ど
の
審
議
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
月

26
日
か
ら
は
次
の
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

本
年
も
市
政
の
発
展
に
向
け
、
一
層

努
力
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
読
み
や
す
く
、

親
し
ま
れ
る
「
議
会
だ

よ
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

会
派
の
解
散

議

案

審

議

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

一
般
職
職
員
の
給
料
月
額
等
を
引
き
上
げ

人
権
擁
護
委
員
に

江
崎
氏・池
邊
氏
を
推
薦

定
住
化
促
進
事
業
の
一
環
と
し
て

民
間
の
社
員
用
住
宅
地
を
取
得

認
定
こ
ど
も
園
の
法
的
な
位
置
付
け
を
変
更

〜
し
ぶ
さ
わ
こ
ど
も
園
も
新
設
〜

市
議
会
議
員
、市
長
、副
市
長
、教
育
長
の

期
末
手
当
を
引
き
上
げ

上
限
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
公

布
の
日
（
一
部
規
定
を
除
く
。
）
と
す

る
も
の
。

▼
主
な
質
疑

問　
人
事
院
勧
告
に
は
、
給
与
制
度
の

総
合
的
な
見
直
し
と
し
て
、
平
成
27
年

４
月
か
ら
の
給
料
月
額
を
平
均
２
％
引

き
下
げ
る
と
い
う
内
容
も
含
ま
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
人
事
院
勧
告
に
従
い
、
給
与
制
度

の
見
直
し
を
実
施
す
る
方
向
で
準
備
・

調
整
を
行
う
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▼
主
な
質
疑

問　
政
治
家
の
給
与
な
ど
も
、
人
事
院

勧
告
に
基
づ
き
一
般
職
職
員
と
同
様
に

引
き
上
げ
る
の
は
、
時
代
に
即
し
た
考

え
で
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
今
後
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

の
。

▼
主
な
質
疑

問　
条
例
施
行
後
、
教
育
・
保
育
の
内

容
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
。

答　
認
定
こ
ど
も
園
の
法
的
位
置
付
け

が
変
わ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
大
き

な
違
い
は
生
じ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

幼
保
連
携
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育

要
領
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
・

保
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

12
月
19
日
付
で
無
所
属
ク
ラ
ブ
が
解

散
し
、
吉
村
慶
一
議
員
お
よ
び
折
口
隆

二
郎
議
員
が
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

と
な
り
ま
し
た
。

◆次号の議会だより（5月中旬の日曜日発行予定）では、3月定例会の概要などをお知らせします。
なお、今号（215号）は３名から７作品の応募がありました。第216号の表紙写真の募集はありません

　市議会は、市民から直接選ばれた議員
で構成され、市民の声を市政に反映し、
市の意思を決定する議決機関です。議決
機関として十分な活動ができるよう、地方
自治法により議決権、監査請求権、調査
権など、さまざまな権限が与えられており、
市議会には次のような役割があります。

議会の役割

●　議　決
市政を進めていく上で重要な案件については、市民の代表で構成される市議会
の意思決定が欠かせません。主な議決案件は、次のとおりです。
・条例の制定・改廃　　　・予算の決定　　　・決算の認定
・その他市の重要な契約、財産の取得・処分の決定など

●　市政のチェック
市政が正しく運営されているかどうか、市の仕事を調査したり、問題点を指摘
することも市議会の大切な役割です。議会で決定したとおりに市が仕事をして
いるか、調査などをすることができ、本会議で議員が行う一般質問なども、そ
のチェックの一つです。

●　請願・陳情の審査
市民から提出された要望や意見を慎重に審査し、市政などに反映させるように
努めます。採択または趣旨採択した請願（陳情）は、市長に送ります。

●　意見書の提出
市民生活において重要な事柄については、その実現を図るため、国会や関係行
政機関に「意見書」を提出し、積極的な解決を求めます。

議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

＜12月定例会で審議した議案等の議決結果＞
議案等番号 議　案　等　名 議決結果

議案第 51 号 秦野市立こども園条例の一部を改正する等の条例を制定すること
について

原 案 可 決
（賛成多数）

議案第 52 号 秦野市職員の給与に関する条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議案第 53 号 秦野市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例
等の一部を改正することについて

原 案 可 決
（賛成多数）

議案第 54 号 秦野市下水道条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 55 号 秦野市火災予防条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 56 号 工事請負契約の締結について 原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 57 号 不動産の取得について 原 案 可 決
（賛成多数）

議案第 58 号 指定管理者の指定について 原 案 可 決
（賛成多数）

議案第 59 号 専決処分の承認について 承 認
（賛成全員）

議案第 60 号 平成２６年度秦野市一般会計補正予算（第５号）を定めることにつ
いて

原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 61 号 平成２６年度秦野市水道事業会計補正予算（第１号）を定めること
について

原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 62 号 平成２６年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
を定めることについて

原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 63 号 平成２６年度秦野市下水道事業特別会計補正予算（第２号）を定め
ることについて

原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 64 号 平成２６年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）を定
めることについて

原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 65 号 平成２６年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１
号）を定めることについて

原 案 可 決
（賛成全員）

諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適当である旨
答申

諮問第５号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適当である旨
答申

委員会提出
議 案 第 4 号

国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求める意見書
の提出について

原 案 可 決
（賛成多数）

委員会提出
議 案 第 5 号 介護職員の処遇改善を求める意見書の提出について 原 案 可 決

（賛成多数）
委員会提出
議 案 第 6 号

介護職員、障害福祉・保育労働者の処遇改善・人材確保を求める意
見書の提出について

原 案 可 決
（賛成多数）

委員会提出
議 案 第 7 号

安全・安心の医療・介護実現のため医師・看護師等の大幅増と労働
環境の改善を求める意見書の提出について

原 案 可 決
（賛成多数）


